
メジロザメ科魚類は熱帯から温帯にかけて汎世界的に

分布し，海洋の陸棚域から河川，湖にまで進出する（Nelson，

2006）．本科魚類は 12属からなり，少なくとも 50種を含

むとされ（Nelson，2006），このうち日本からは 8属 22種

が記録されている（青沼ほか，2013）．愛媛県海域から記

録されているのはヨシキリザメPrionace glauca（Linnaeus），

アンコウザメ Rhizoprionodon oligolinx Springer，ホウラ

イザメ Carcharhinus sorrah（Müller and Henle），ハナザメ

Carcharhinus brevipinna（Müller and Henle），ドタブカ Ca-

rcharhinus obscurus（Lesueur）の 3属 5種であるが（平松・

辻，1987；高木ほか編，2010；清水，2013），本科を含

むメジロザメ目魚類は一般に，大型に成長する種類が多

く，また，多くは産業対象種でないこと，県下に採集標

本を適切に保管する施設がないことなどから，登録標本

に基づく記録はほとんどなく，愛媛県海域における出現

種構成や来遊，定着実態などについては明らかでない．

2015年 9月に，四国西南部にあたる愛媛県宇和海南

部において，イタチザメの幼魚 1個体が採集され，標本

が回収された．個体はその大きさから産出されて数ヶ月

以内の幼魚と判断された．本種は琉球列島を除く日本列

島沿岸ではおもに太平洋側に出現するが，黒潮の分枝流

が入り込む宇和海周辺では確かな記録がなく，今回の幼

魚の記録は本種の分布および生活史情報に関する知見と

なるため，得られた標本をもとにここに報告する．

方 法

得られた個体は回収時すでに死亡しており，生鮮状態

で写真撮影と外部形態の測定を行った後，10％ホルマ

リンで固定した．標本の測定箇所およびその名称は

Compagno（2002）にしたがい，35 cmを超える測定部位

はスチール定規を貼り付けた測定板を用いて 1 mm単位

で，それ以下の測定部位についてはノギスを用いて 0.1

mm単位で測定した．また，固定した個体の最前列の歯

列より上顎歯を摘出し，その形状を実体顕微鏡下で確認

した．標本は後に徳島県立博物館魚類標本（TKPM-P）と

して登録，保管された．

標本の記述

Chondrichthyes 軟骨魚綱

Elasmobranchii 板鰓亜綱

Carcharhiniformes メジロザメ目

Carcharhinidae メジロザメ科

Galeocerdo cuvier（Péron and Lesueur，1822）イタチザメ

（Figs. 1-2）

TKPM-P 24015（1901 mm TL），2015年 9月 21日，小

型機船底曳網，愛媛県宇和島市沿岸（由良半島～日振島

の間）．

全長 901 mm，尾叉長 643 mm，尾鰭前方長 579 mm，第

一背鰭前方長 228.0 mm，肛門前方長 413 mm，頭長 184.1

mm，頭幅 106.3 mm，第一背鰭始部における体高 97.4
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mm，尾柄高 24.7 mm，胴囲 252 mm，吻長 44.3 mm，眼径

15.3 mm，上顎唇褶長 35.1 mm，交接器最大長 41.2 mm，

体重 2002.8 g（Table 1）．性別：雄．

体は円筒形で体前部がやや太く，後方にかけて延長す

る．尾柄部に体側中央を走る隆起線がある．尾鰭基底背

面は窪む．頭部は幅広く，縦扁し，背部から見た吻端は

前方へ向かって丸みを帯びる．鰓孔は体側に 5対開口し，

体背部および腹部に回り込まない．目は大きく，頭長の

8.3％．目の後方に一対の噴水孔を持つ（Fig. 2）．口は下

位．上顎後端の唇褶はよく発達し，吻長の 79.2％．上顎

および下顎の歯列はほぼ同じ大きさで，両顎歯は単尖頭

で後縁が強く湾入し，湾入部の縁辺は鋸歯状かつ前縁部

は部分的に弱い鋸歯状（Fig. 3）．背鰭始部は胸鰭後端よ

り後に位置する．第 1背鰭高は第 2背鰭高の 2.5倍．第

2背鰭始部は臀鰭始部よりも前方に位置する．尾鰭は上

葉と下葉にわかれ，上葉は下葉の長さの 3.3倍．交接器

は全長の 4.6％．

生鮮時の体色は体背部が暗色，体側から腹部にかけて

白色で，頭部後方から尾鰭上葉にかけての体側中央より

上方，および第一，第二背鰭は暗色と白色のやや不規則

な縞模様となり，尾鰭付近では暗色の水玉模様となる．

論 議

標本の諸形質はメジロザメ科イタチザメに一致する．

歯の前縁の鋸歯は部分的に認められたのみであったが，

成長段階によるものと思われる．本種はメジロザメ科の

中で 1属 1種を構成する．松原（1955）は日本産本属とし

てイタチザメ Galeocerdo arcticus（Faber）およびサバブカ

Galeocerdo rayneri（MacDonald）の2種を認めているが（後

者は正しくはGaleocerdo rayneri Macdonald and Barron），

これらはいずれも現在イタチザメGaleocerdo cuvier（Péron

and Lesueur）の新参同物異名とされている（Compagno，

1984）．

本種は温帯から熱帯域の沿岸～沖合に分布する．食性

は多様で，「鰭の付いたゴミ箱」と称されるほどに生物，

非生物を問わず様々な対象を餌料とし，いわゆる「人食

いザメ」として危険度が高い種類とされる．全長 5 m

程度に成長するが，時に 7 mを超える事例も知られる

（Compagno，1984）．

Fig. 1. Galeocerdo cuvier（fresh specimen, TKPN-P 24015, 901 mm TL）.

Fig. 2. Head of Galeocerdo cuvier（same specimen of Figure 1）.
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標本の採集地点 標本個体は荷受業者によって八幡浜市

の市場へ持ち込まれたものであり，詳細な採集地点は明

らかでないが，聞き取りによれば宇和島市の由良半島か

ら日振島までの間の海域で得られたとのことであった

（Fig. 4）．採集は小型底曳網による混獲で，通常の漁獲

対象は小型エビ類であることから，比較的浅い砂泥域と

推定される．本種は本科魚類の中で比較的内湾や沿岸，

河口付近の透明度の悪い場所にまで侵入することが知ら

れており，黒潮の影響を受け，リアス式の複雑な内湾地

形が連続する宇和海沿岸では侵入および生息が可能と考

えられる．

愛媛県周辺域における記録 本種は瀬戸内海域からは公

式な記録がない（清水，1997）．愛媛県宇和海域から，太

平洋側との境界付近にあたる高知県宿毛市までの比較的

まとまった魚類相リスト（平松・辻，1987；坂井ほか，

1994；平田ほか，1996；高木ほか編，2010）にも，本種

の記録はない．高知県南西部の太平洋側に位置する以布

利では，大敷網でまれに漁獲されているという（後藤，

2001）．ただし，今回，標本を確保した愛媛県八幡浜市

の市場における聞き取りでは，宇和海で本種と思われる

個体が時々見られるとのことであった．本種の体背部の

特徴的な斑紋は他に誤認する近縁種がなく，目撃情報に

ついてはそれなりに確からしいと思われることから，少

なくとも宇和海周辺ではある程度の頻度で本種の来遊が

あるものと思われる．日本沿岸における本種の出現記録

として，太平洋側では北は相模湾，八丈島などがあるが，

近年では青森県，秋田県からも報告があり，崎山・瀬能

（2009）は近年の海水温の上昇予測から，相模湾における

今後のマリンレジャーや漁業への影響の発生について指

摘している．個体が採集された愛媛県宇和海は海面養殖

生産額日本一の海域であり，リアス式海岸の湾内には本

種の餌となりうるブリSeriola quinqueradiata Temminck and

Schlegelやマダイ Pagrus major（Temminck and Schlegel）

など養殖魚種の網生簀が密集し，真珠養殖も盛んである

こととあわせ，海面作業に携わる人口も多い．近年の海

水温の上昇が本種の宇和海への侵入頻度を高めているこ

とも考えられるため，今後目撃情報の収集を継続し，漁

業被害，人的被害への対応を検討しておく必要があろう．

標本個体の成長段階 本種は北半球では4－6月に全長51－

76 cmの子を産出するとされる（Compagno，1984）．Nichols

and Crow（2007）はハワイにおける本種の妊娠期間を15－

Table 1. Measurment of the tiger shark Galeocerdo cuvier（TKPM-P 24015）.

Total length（TL : mm）
% in TL
Folk length
Precaudal-fin length
Pre-second dorsal-fin length
Preanal-fin length
Vent caudal-fin length
Snout-vent length
Prepelvic-fin length
Prepectoral-fin length
Interdorsal space
Pectoral-fin pelvic-fin space
Pelvic-fin caudal-fin space
Dorsal caudal-fin space
Pelvic-fin anal-fin space
Anal-fin caudal-fin space
Trunk height
Caudal-fin peduncle height
Girth
Pectoral-fin anterior margin
Dorsal-fin anterior margin
Second dorsal-fin anterior margin
Pelvic-fin anterior margin
Anal-fin anterior margin
Dorsal caudal-fin margin
Preventral caudal-fin margin

901.0

71.4
64.3
52.5
25.3
53.5
45.8
44.0
42.3
18.5
20.9
20.0
17.7
8.2
8.7

10.8
2.7

28.0
12.0
10.1
3.5
3.8
4.1

35.2
10.5

Head length（HDL : mm）
% in HDL
Prebranchial length
Prespiracular length
Preorbital length
Preoral length
Prenarial length
Eye length
Upper labial-furrow length
Lower labial-furrow length

Head width（HDW : mm）
% in HDW
Interorbital space
Internarinal space
Mouth width

Clasper outer length（CLO : mm）
% in CLO
Clasper inner length
Clasper base width

Wet body weight（g）

184.1

78.1
42.1
24.1
20.0
10.9
8.3

19.1
6.6

106.3

81.5
37.4
93.2

41.2

52.9
13.6

2002.8

Fig. 3. Tooth on frontal of upper jaw of the specimen（TKPM-P 24015）.
Arrow shows forward direction of the specimen.
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16ヶ月，産出仔の全長を 76－89 cmとしている．Branstetter

et al.（1987）はメキシコ湾と大西洋で得られた本種の標本

群を用い，体サイズと脊椎骨の輪紋から成長式を導いて

おり，計算上の産出時全長を 50－85 cm，1才までの全

長を 96－149 cmとしている．こうした点に基づくと，今

回の標本個体は得られた2015年の春～初夏に産出され，数ヶ

月程度経過しているものと推定される．本種成魚および

若魚の回遊生態について，ピンガーとアーカイバルタグ

を用いたニューカレドニア周辺での 4年間の追跡によ

り，最大 1114 kmの移動，最大潜行水深 1136 m，三次

元的な空間移動の範囲は平均 2360 km3という結果が得

られており（Werry et al.，2014），本種は広大な範囲を特に定

まった経路なく遊泳していると推測されている（Springer

and Gold，1989）．幼魚の移動範囲はこれより狭いと予測

されるが，今回得られた個体が宇和海周辺で産出された

ものか，外海で産出され，宇和海へ侵入したものかは明

らかでない．

備考 本種は世界中の温帯～熱帯域で食用など産業利用

対象，ゲームフィッシング対象として漁獲され，またマ

グロ類などを対象とした漁業で混獲されており，人を襲

う可能性が高いため駆除も行われていることなどから，

絶滅の恐れがあるとして IUCNのレッドリストで準絶滅

危惧（NT）に指定されている（Simpfendorfer，2009）．
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